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 Adeni亘,Riboeeならびにりん酸からなるNuc■eo七ideとして生体内に広く分布し
 ているATPは生体内とくに肝にかける直接エネルギーの出納,卦よびその同化と異化の過程に
 関係して,そのエネルギー源となり,各種の酵素反応を介して糖質,蛋白質,脂質,核酸代謝に
 関係して重要な役割を果している。私は各種代謝に与えている諸種ホルモンの影響ならびに強肝
 剤,活性ビタミン均,諸種ホルモンとブドウ糖または果糖との併用が肝高エネルギーりん酸化合
 物に与える影響を肝△10Pかよぴ肝無機燐を測定することにより検討したので報告する。
 実験動物としては体重2～5Kgの健康成熟家兎を実験前24時間絶食させて使用し,無麻酔
 で,正中線で開腹し,肝切片150～160mgを採取,計量し,10%三塩化酪酸溶液与σcを
 入れ,氷.冷したホモジナイザーに入れてホモジネートし,濾液を採取した。その濾液をW硫tf
 法に従一・ムマOPならびに無機燐を測定した。△10Pならびに無機燐の量は肝重量1009
 に対する値として示した。諸種ホルモン剤としては,下垂体ホルモン(ヒポホリン,ACTH一シ・
 ナホリン,ブレホルモン,ヒンテりン),副腎皮質ホルモン(コーチゾン,プレドニン,リンデ
 ツクス,ノルアドレナリン),性ホルモン(オバホルモン,プロゲニン,アモリジン),膵ホル・
 モン(インスリン,カリクレイン)および睡液腺ホルモン(パロチン)を用い,また諸種薬剤と1'
 してはメチールサイオユラシ一身,ナグラボン,グリチールリチン,活性ビタミンB1剤として
ヤ
 はTATD,アリナミン.アスパラギン酸塩,強肝剤としてA■OA,オロチン酸,ブドウ糖,
 果糖,さらにブドウ糖冷よび果糖とコーチゾンとグリチールリチンと三者併用試験を試みた。
 私の得た実験成績は次の過りである。q)肝△10Pはヒポホリン,AGT恥シナホリン,プ
 レホルモン,リンデツクス,プログニン,インスリン少量,パロチンなどで初め減少した後増加
 することを認め,ヒンテリン,オバホ“モン,インスリン中等量および大量などでは増加した。
 しかるにノルアドレナリン,カリクレイン少量では初め増加した後減少することを認めた。コー
 チゾン,プレドニン,アモリジンでは減少を認めた。
 伽肝無機燐はヒポホリン,ACTR,プレ示ルモン,ヒンテリン,プロゲニン,インスリンで
 は初め減少後増加を詰め,シナホリン,オバホルモン,カリクレイン中等量,パロチンでは増
 加を詰めた。しかるにコーチゾン,プレホルモン,リンデツクス,!ルアドレナリン,アモリジ'
 ン,カリクレイン少童では減少を認めた。
 捌肝△10Pはグリテールリチン,オロチン酸とAエCAの併用およびブドウ糖などでは初め
 減少した後増加を認め,ナグラボン,TATD,TPD,アスパラギン酸,AICAでは増加を
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 認め・メチオユラゾールでは減少を認めた。
 〔41肝無機燐はグリチールリチンでは初め減少した後増加を詰め,ナグラボン,TATD,TP
 D,アスパラギン酸,A王eA,オロチン酸とAエGAとの併用では増加,メチオユラシールでは
 減少を認めた。
 (5}ブドウ糖と諸種ホルモンとの併用については,A△10Pは諸種ホルモン単独よりも,プレ
 ドニン,インスリンはブドウ糖との併用によって軽度の増加を認め,ノルアドレナリンとブドウ
 糖との併用によりかなりの増加を認めた。肝無機燐はコーチゾン,プレドニン,ノルアドレナリ
 ンとブドウ糖の併用によりか攻りの増加を認めたほか著変を認めなかった。
 ㈲果糖と諸種ホルモンとの併用については,肝△10Pは果糖とコーチゾン併用ではとく'に著
 明な増加を認め,インスリンと果糖の併用では減少を認めたが,そのほかの場合は軽度の増加を
 認めただけであった。肝無機燐はAOTH,ブレホルモン,バ慨チンと果糖との併用によりかな
 り著明な増加を認め,その他の場合には著変を認めなかった。
 なノ
 (7)諸種ホルモンとブドウ糖または果糖との併用については諸種ホルモン単独使用よりも肝高工・ネ
 ルギー燐酸化合物の増加を認めるが,とくに相乗的な作用は認めなかった。しかしコーチゾンや
 プレドニンのような副腎皮質ホルモンとブドウ糖または果糖との併用によって副腎皮質ホルモン
 の単独使用より肝高エネルギー燐酸化合物の増加をとくに著明に認めた。
 (8)Di日u■flae'型ビタミンB1核酸前駆物質寿よびアスパラギン酸塩ではすぺて肝高エネル・
 ギー燐酸化合物の著明な増加を認め,とぐにプリンとピリミジン系核酸前駆物質の併用では著明'
 な増加を誌、めた。
 したがって私は以上の実験成績より諸種ホルモン,活性ビタミンB1,強肝剤,またはブドウ
/
 糖訟よぴ果糖と諸種ホルモンの併用などが肝△10Pおよび肝無機燐,いわゆる肝高エネルギー
 燐酸化合物におよぼす影響から肝細胞ならびに網内系機能,物質代謝との関係を比較検討した結
 果,諸種ホルモン単独では肝細胞ならびに網内系機能の昂進,低下により消長し',また活性ビタ
 ミンB1,強肝剤などは肝細胞ならびに網内系機能を昂進させ,その場合には肝△10P鉾肝無
 機燐なども増加するが,ブドウ糖または果糖と諸種ホルモンの併用によってはとくに著明な効果
 は認められないが,しかし網内系ならびに肝細胞機能,肝糖原.肝糖との間には一定の関係の存
 在することを詰めた。
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 審査結果'の要旨'
 著者は各種代謝に与えている諸種ホルモンの影響ならびに強肝剤,活性ビタミンB1.,諸種ホ
 ルモンとブドウ糖または果糖との併用が肝高エネルギーりん酸化合物に与える影響を肝△10P
 冷よび肝無機燐を測定することにより検討し,次の成績を得ている。
 (1)肝△10:Pはヒポホリン・ムGTE,シナホリン,プレホルモン,リンデツクス,プロゲニ
 ン,インスリン少量,パロチンなどで初め減少した後増加することを認め,ヒンテリン,オパホ
 ルモン,インスリン中等量および大量などでは増加した。しかるにノルアドレナリン,カリクレ
 イン少量では初め増加した後減少することを認めた。コーチゾン,プレドニン,アモリジンでは'
 減少を認めたo
 121肝無機燐はヒポホリン,AOTE,プレホルモン,ピンチリン,プロゲニン,インスリンで
 は初め減少後増加を認め,シナホリン,オバホルモン7カリクレイン中等量,パロチンでは増加
 を認めた。しかるにコーチゾン,プレホルモン・リンデツクス・ノルアドレナリン・アモリジン,.
 カリクレイン少量では減少を認めた。
 (3)肝△10Pはグリテール1,チン・オロチン酸とAエeAの併用およびブドウ糖などでは初
 め減少した後増加を認め,ナグラボン,雪ATD・APD・アスパラギン酸,AエoAでは増加
 を認め,メチオユラニールでは減少を認めた。
 ㈲肝無機燐はグリチールリチンでは初め減少した後増加を認め,ナクラボン,TATD,TPD,
 アスパラギン酸,AエGA,オロチン酸とAエCAとの併用では増加,メチオユラシールでは減少を'
 認めた。弄!
 (5)ブドウ糖と諸種ホルモンとの併用については,'A△10Pは諸種ホルモン単独よりも,ブ
 レドニン,インスリンはブドウ糖との併用によって軽度の増加を認め,ノルアドレナリンンとブ
 ドウ糖との併用によりかなりの増加を認めた。肝無機燐はコーチゾン,プレドニン,ノルアドレ
 ナリンとブドウ糖の併用にかなりの増加を認めたほか著変を認めなかった。
 (6)果糖と諸種ホルモンとの併用については,肝△10Pは果糖とコーチゲン併用ではとくに
 著明な増加を認め,インスリンと果糖の併用では減少を認めたが,そのほ少の場合は軽度の増加
 を認めただけであった。肝無機燐はAGTH,プレホルモン,パロチンと果糖との併用によりかな
 り著明な増加を認め,その他の場合には著変を認めなかった。
 (7)諸種ホルモンとブドウ糖または果糖との併用については諸種ホルモン単独使用よりも肝高
 エネルギー燐酸化合物の増加を認めるが,とくに相乗的な作用は認めなかった。しかしコーチ・ゾ
 ンやプレドニンのような副腎皮質ホルモンとブドウ糖または果糖との併用によって副腎皮質ホル・
 モンとブドウ糖または果糖との併用によって副腎皮質ホルモンの単独使用より肝高エネルギー燐
 .酸化合物の増加をとくに著明に認めた。
 (8)Di8u■fi邑e型ビタミンB1核酸前駆物質むよびアスパラギン酸塩ではすべて肝高エネ
 ルギー燐酸化合物の著明な増加を認め,とくにプリンとピリミジン系核酸前駆物質の併用では著
 明な増加を認めた。したがって,本論文は学位を授与するのに値するものと認める。
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